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1)当科入院患者における MRSA の現況

小野 徹 ･鳥居 春人
佐藤 英明 ･又岩 泉
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日本歯科大学新潟
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教室第 2講座

影向 範昭 ( 同 薬剤科 )

当科入院患者における MRSA の現況について検討

を行った.MRSA 発症患者は15例であ り,その発症患

者のうち14症例が悪性腫療患者であり,ほとんどの症例

においては,高齢者や入院期間が長期に及び†種々の治

療により免疫能が低下 したサいわゆる compromised

hostであることがあげられた事

口腔 ･頭部に発症 した悪性腫療手術症例においてはす

唾液の停滞,湿潤環境を生 じることにより深部感染とな

り重症感染となることが示唆された.MRSA に対する

VCM の投与は有用であったが,いずれの症例におい

でも除菌は難 しく,臨床症状の軽快を投与中止の目安に

すべ きと考えられた.

97年後半期以降の MRSA 検出患者においては,棉

出時期や薬剤感受性試験の結果より院内感染によるもの

が考えられ,院内隔離感塊予防についての再考を必要と

考えられた.

2) 当科入院患者における MRSA 保菌状態 と

除菌療法の有効性の検討

田連 番也 ･大夫 聡
塚田 弘樹 ･五十嵐謙一
荒川 正昭

高野 線 ･尾崎 京子
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新潟大学医学部
付属病院検査部

当科における入院患者での MRSA スクリーニング

検査,除菌療法の適応を決定 し,保菌患者に対する感染
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対策を確立するために,衆6階病棟 に ま997年 8月 1日

から11月30日までの期間に入院した患者に対 し入院時に

鼻腔内と咽頭,及び必要に応 じて曙痛の MRSA の検

討を行った.MRSA が検tLlj.された症例に対 してポビ ド

ンヨー ドによる含轍,ムピロシン軟膏の鼻腔内塗布を施

行 した.

11凍例で入院時の魔腔,咽頭の検索を行い,うち9例

で MRSA が検出され,除菌療法施行後陰性化 したの

は5例であった.(4例は持続保菌状態)

今回の検討期間内には保菌状態から感免疫への移行例

は認めなかった.今回の検討から保菌状態から登症感染

症へ移行する確立は当科においでは低いと考えられ入院

時のスクリーニング検査の必要性は少ないと考えられた.

除菌療法 に関 しては慢性下気道疾患 患 者 で 暗癖 に

MRSA が検出された患者の場合,除菌は困難と考えら

れた.

3) MRSA 感染症治療におけるバ ンコマイシ

ン血中濃度解析の応用

継田 雅美 ･飛田三枝子

巌荒新一欝 ◆小田 明(墓票宗民病院 )

書川 博子 書藤井 青く対宴重要警症 )

九四 着吉 (新潟中央病院 )

MRSA 感染症治療において,VCM 血中濃度測定 ･

解析を行い,臨床に応用を試みた.

定常状態に達する前の測定で解析 し投与方法の変更を

提案 した症例は7例あ り,TDM は有効であった.

TDM の利点として,今後の血中濃度の変動が予測

でき,投与量 ･休薬期間 ･投与間隔などがシュミレーショ

ンできることがあげられる.欠点としては,濃度が低い

場合,解析精度がおちることや血清クレアチニン値の変

動が大きい患者に対 しては長期予測がたてられないこと

があげられる.このような特徴 を理解 した上で TDM

を臨床上活用することは有用であると思われる.

4) ABK 使用 における, 血中濃度測定 と

TDM の有閑性の検討

富岡 千里 ･長井 一彦 (下越病院薬剤部 )

小川 智 ･岸本 遺業 ( 同 内科 )

【目的lhL･1RSA 感染症に対する, ア ミノグリコシ ド

系抗生剤アIL,ベカシン (以下 ABlく とする)の TD九･･Ⅰ


